
USDA（United States Department of Agriculture：アメリカ合衆国農務省） 

USDAは、農業、食料安全保障、農村開発を管轄するアメリカ連邦政府機関である。 

米国では農業は重要な産業であったため、リンカーン大統領により 1862年に独立した省として設

立され、本部はワシントン D.C.にある。   

USDA は、農業生産の促進、食品の品質管理、森林資源の保護、農村地域の発展支援など、幅広

い業務を担当しているため、特定の分野を担当する多くの部局を持つ。 

主な部局とその活動を以下に示す。  

・農業研究局（ARS: Agricultural Research Service）

農業技術の開発や品種改良の研究を行う。  

・農業マーケティング局（AMS: Agricultural Marketing Service）

農産物の市場流通を支援し、公正な取引を促進する。  

・動植物検疫局（APHIS: Animal and Plant Health Inspection Service）

家畜や作物の病害虫対策、輸入農産物の検疫を担当する。  

・食品安全検査局（FSIS: Food Safety and Inspection Service）

食肉や鶏肉、卵製品の安全基準を設定し、検査を実施する。  

・国立農業統計局（NASS: National Agricultural Statistics Service）**

農業生産や市場データを収集・公開し、政策決定に活用する。  

・農村開発局（RD: Rural Development）

農村地域のインフラ整備や雇用創出を支援する。  

・食品・栄養サービス（FNS: Food and Nutrition Service）

低所得者向けの食料支援プログラム(SNAPなど)を提供し、学校給食プログラム(SBP)も担

当する。   

・食品農業総合研究所（NIFA: National Institute of Food and Agriculture）

農業を生産的で持続可能なものにするための研究、資金の提供及び USDAや他機関のプロ

グラムの評価を実施する。 

USDA は、農家への技術・資金の支援や市場流通の促進、低所得者向けの食料支援プログラム、

食品の品質管理などを通じて、国民の健康と経済の安定を担っている。 
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